
  

▲
今
年
三
月
に
三
条
真
宗
学
院
を
卒
業
さ
れ
た
松
木
祐
子
氏
に
ご
執

筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
春
、 

三
条
真
宗
学
院
を
無
事
に
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

坊
守
業
や
子
育
て
が
あ
る
中
で
毎
週

末
に
三
条
ま
で
通
い
続
け
る
こ
と
は
思
っ
た
以
上
に
大

変
で
し
た
。
し
か
し
、
家
族
や
友
人
を
は
じ
め
、
学
院
六

期
生
の
仲
間
や
職
員
の
皆
さ
ま
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
何
と
か
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

              

私
が
真
宗
大
谷
派
教
師
を
目
指
す
な
ど
、
そ
れ
ま
で
は

考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
身
の
回
り
に
次
々
と

起
き
る
こ
と
一
つ
一
つ
が
縁
と
な
っ
て
、
半
ば
強
制
的
に

学
院
へ
通
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。  ｢

今
と
な
れ
ば
」 

大
変
有
り
難
い
仏
縁
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

  学
院
へ
通
う
理
由
は
当
然
な
が
ら
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、 

私
の
場
合
は
法
事
や
葬
儀
の
手
伝
い
を
す
る
事
が

主
な
理
由
で
し
た
。 

あ
く
ま
で 

「
資
格
取
得
」
や 

「
技

術
習
得
」 

が
一
番
の
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

し
か
し
、
日
々
学
ん
で
い
く
中
で
、 

当
初
の
感
覚
が
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す｡ 

  学
院
を
卒
業
し
た
今
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
る
と
、 

印
象
的
だ
っ
た
こ
と
以
外
は
ほ
と
ん
ど
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

(

ご
多
忙
の
中
、 

熱
心
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
！) 

私
が
学
院
生
活
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
す
こ
と
は
、 

皆
で
輪
に
な
っ
て
食
べ
た
夕
飯
の
こ
と
や
、
感
極
ま
っ

て
泣
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
、 
飲
み
会
で
日
付
が
変
わ
る

ま
で
飲
ん
だ
こ
と
、
授
業
の
合
間
に
愚
痴
を
聞
い
た
り

話
し
た
り
し
た
こ
と､

皆
で
試
験
に
合
格
す
る
た
め
に
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
確
認
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
…
…
。 

些
細
な
こ
と
ば
か
り
な
の
に
、 

今
思
い
出
し
て
も
、
お

腹
や
胸
の
辺
り
が
温
か
く
な
っ
て
、
ま
た
皆
と
会
え
る

こ
と
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。 

学
院
内
は
、
互
い
の
考

え
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、 

自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
自
然
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

  入
学
当
初
の
目
的
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、

た
だ
資
格
を
取
得
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
ホ
ッ
と
で
き
る

居
場
所
や
共
に
法
を
聞
い
て
い
く
同
朋(ｻﾝｶﾞ)

を
求
め

る
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
友
と
一
緒
に
、
佛
法
を
聞
き
続
け
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
今
後
は
ご
門
徒
が
ホ

ッ
と
出
来
る
居
場
所
作
り
な
ど
も
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
木 

祐
子 

氏
（
第
二
十
四
組 

專
明
寺
坊
守
） 

             

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 
 

東
護
琢
史 

氏
（
第
十
九
組 

改
觀
寺
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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【テキストで一杯の机】 

教区の活動にもスタッフで参加 

（結の会、前列右から2番目） 



   

四
月
五
日
、
第
二
十
三
組
さ
ん
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
阿
賀
野
市
福
祉
会
館
に
て
別
院
巡
回
を
三
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。
海
岸
輪
番
の
ご
法
話
を
五
十
名
近

い
方
々
が
聴
聞
さ
れ
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

◆
期
日 

六
月
十
二
日
（
月
） 

◆
時
間 

午
後
六
時
三
〇
分
～
午
後
九
時 

講
義
一
二
〇
分
、
質
疑
応
答
あ
り 

◆
講
師 

中
島 

岳
志 

氏 

（
東
京
工
業
大
学 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
研
究
教
育
院
） 

         

本
年
の
三
条
別
院
公
開
講
座
の
講
師
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
中
島
岳
志
氏
に
決
定
し
ま
し
た
。『
朝
日
平
吾

の
鬱
屈
』『
血
盟
団
事
件
』
等
、
戦
前
の
政
治
テ
ロ
を
研

究
対
象
と
し
て
い
る
中
島
氏
は
、
元
首
相
の
狙
撃
事
件

に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
等
で
た
び
た
び
発
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
方
面
に
わ
た
り
ご
活
躍
を
さ
れ
、
多
忙
な
先
生

で
す
が
、
今
回
は
直
接
三
条
別
院
に
来
て
い
た
だ
い
て

ご
講
義
い
た
だ
け
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
平

日
・
夜
の
開
催
）。
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
講
師
の
先

生
と
相
談
中
で
す
が
、
今
年
は
専
門
の
政
治
学
に
つ
い

て
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、
著

作
『
親
鸞
と
日
本
主
義
』
を
踏
ま
え
な
が
ら
お
話
し
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

 

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
昨
年
よ
り
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
※
今
回
は
会
場
は
旧
御
堂
と
な
り
ま
す
。 

  

 

◆
五
月
の
講
師 

  

井
上  

円  

氏
（
高
田
教
区
淨
泉
寺
） 

         

◆
日 

時 

五
月
十
三
日
（
土
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

午
後
四
時
三
十
分
（
勤
行
、
座
談
あ
り
） 

◆
今
後
の
講
師 

六
月 

藤
場 

芳
子 

氏
（
金
沢
教
区
常
讃
寺
） 

  

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要

と
法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま

す
。 ど

な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

五
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

宮
本 

亮
二 

氏
（
高
田
教
区
榮
恩
寺
） 

▲
昨
年
に
引
き
続
き
『
御
文
』
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
五
月
か
ら
は
一
帖
目
が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

六
月 

朝
倉 

奏 

氏
（
第
二
十
組
金
寳
寺
） 

七
月 

大
久
保 

州 

氏
（
佐
渡
組
廣
永
寺
） 

八
月 

佐
々
木 

惠
一
郎
氏
（
第
十
組
行
通
寺
） 

九
月 

本
多 

智
之 

氏
（
第
十
八
組
永
傳
寺
） 

十
月 

八
田
裕
治
氏
・
八
田
摩
矢
子
氏
（
第
十
七
組
淨
福
寺
） 

十
一
月 

田
村 

大
輔 

氏
（
第
二
十
組
專
念
寺
） 

十
二
月 

橘 

出 

氏
（
第
十
八
組
久
唱
寺
） 

宗

祖

親

鸞

聖

人

御

誕

生

八

百

五

十

年 

立

教

開

宗

八

百

年

慶

讃

定

例

法

話

会 

三

条

別

院

公

開

講

座 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 
三

条

別

院

巡

回

の

ご

報

告 



  
一
昨
年
開
催
し
好
評
で
あ
っ
た
三
条
別
院
書
道
教
室

の
木
原
光
威
先
生
に
よ
る
「
初
歩
の
篆
刻
（
て
ん
こ

く
）
教
室
」
の
第
二
回
を
開
催
し
ま
す
。
第
一
回
は
白

文
で
し
た
の
で
、
第
二
回
は
朱
文
（下
の
印
）を
作
製
し

ま
す
。
雅
号
や
法
名
、
座
右
の
銘
な
ど
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
先
生
で
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
石
と
篆
刻
刀
で

掘
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
白
文
で
も
大
丈
夫
で
す
。
五
月

十
七
日
（
水
）
昼
の
部
午
後
三
時
か
ら
五
時
、
夜
の
部

午
後
六
時
半
か
ら
八
時
半
、
参
加
費
二
千
円
で
す
。
詳

し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                   

  

四
月
二
日
に
三
条
別
院
子
ど
も
奉
仕
団
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
お
て
ら
で
あ
そ
ぼ
う 

は
な
ま
つ
り
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
呼
び
か
け
を
行
い
、
三
十
名
弱
の
子

ど
も
た
ち
が
三
条
別
院
に
集
ま
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
三
年
間
中
止
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
者
が
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
初
め
て
会
う
友
達
と
共
に

仏
事
に
関
わ
る
こ
と
で
、「
い
の
ち
の
大
切
さ
・
本
当
の

私
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
奉
仕
団

委
員
長
の
渡
邉
量
氏
を
中
心
に
実
行
委
員
会
で
会
議
を

重
ね
て
、
無
事
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                

  

ま
た
、
本
年
は
一
一
七
三
年
四
月
一
日
に
親
鸞
聖
人
が

ご
誕
生
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
八
五
〇
年
の
年
と
い
う
こ
と

で
、
本
山
で
は
親
鸞
聖
人
の
御
誕
生
と
立
教
開
宗
の
慶

讃
法
要
が
勤
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
三
条
別
院
で
は
例

年
こ
の
子
ど
も
奉
仕
団
に
お
い
て
親
鸞
聖
人
と
お
釈
迦

様
の
お
誕
生
法
要
を
勤
め
て
お
り
、
節
目
に
当
た
る
年

に
再
開
を
果
た
せ
た
こ
と
は
万
感
の
思
い
で
す
。
参
詣

者
も
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る
と
百
名
近
く
、
教
化
審
議

会
委
員
の
内
陣
出
仕
も
あ
り
、
な
ん
と
雅
楽
入
り
法
要

も
復
活
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
調
子
で
、
奉
仕
団

を
開
催
で
き
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。 

   

昨
年
の
遅
い
春
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
今
年
は
三
月

の
前
半
よ
り
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
。 

三
月
十
三
日
が
雨
の
た
め
外
作
業
が
で
き
ず
、
三
月

後
半
に
冬
囲
い
撤
去
と
藤
棚
作
製
を
風
間
会
長
と
職
員

で
行
い
ま
し
た
が
、
四
月
十
三
日
は
無
事
に
快
晴
だ
っ

た
た
め
、
池
の
水
抜
き
清
掃
と
掃
き
掃
除
を
庭
講
皆
で

行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
藤
は
昨
年
よ
り
も
枝
が
伸

び
、
花
の
芽
も
多
く
つ
い
て
い
る
の
で
、
今
年
は
更
に

綺
麗
に
花
が
咲
い
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

        

初

歩

の

篆

刻

（

は

ん

こ

作

り

）

教

室 

初

歩

の

篆

刻

教

室 

子

ど

も

奉

仕

団

報

告 

庭

講

報

告 

【白文 「光演長寿」】 

【朱文 「彰如」】 【大谷光演（彰如）上人の書】 



【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

  
―
四
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒
― 

第
二
十
組
誓
慶
寺
門
徒
、
佐
渡
組
專
得
寺 

そ
の
他
、
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
五
月
二
十
四
日
（
水
）
で
す
。 

   

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原 

光 

威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

○
別
院
声
明
教
室 

夜
の
部
（
午
後
六
時
～
八
時
） 

講
師 

長
田 

淨
見 

氏
（
第
十
六
組
善
興
寺
） 

昼
の
部
（
午
後
三
時
～
五
時
） 

講
師 

別
院
列
座 

開
催
日 

二
月
十
四
日
（
火
）（
済
） 

三
月
六
日
（
月
）（
済
）・
四
月
十
日
（
月
）（
済
） 

五
月
二
十
三
日
（
火
）・
六
月
五
日
（
月
）（
全
五
回
） 

   
  ○

有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

毎
月
十
時
か
ら
、
午
後
は
定
例
法
話
を
聴
聞
し
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

         
◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

三
月
二
十
五
日
か
ら
始
ま
っ
た
親
鸞
聖
人
の
慶
讃
法

要
も
、
い
よ
い
よ
円
成
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
教
区
内
に

お
い
て
も
、
こ
の
期
間
に
多
く
の
方
が
お
参
り
を
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
参
衆
加
勢
と
い
う
有
難
い

ご
縁
を
い
た
だ
き
、
お
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
私
に
と
っ
て
」
こ
の
慶
讃
法
要
と
は
何
な
の
か
。
二

年
前
の
四
月
に
池
田
勇
諦
氏
が
真
宗
本
廟
お
待
ち
受
け

大
会
で
話
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
で
も
自
分
の
課
題
と
し
て

あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
親
鸞
聖
人
が
御
誕
生
に
な
ら

れ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。池
田
氏
は
、こ
の「
私

に
と
っ
て
」
の
一
点
が
抜
け
落
ち
れ
ば
、
慶
讃
法
要
は
自

分
と
は
関
係
な
く
な
り
、
第
三
者
と
な
り
、
見
物
人
で
し

か
な
く
な
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
私
は
自
分
事

と
し
て
慶
讃
法
要
に
お

参
り
で
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

慶
讃
テ
ー
マ
の
「
南

無
阿
弥
陀
仏 

人
と
生

ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を

た
ず
ね
て
い
こ
う
」
に

つ
い
て
も
同
じ
こ
と
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。「
私

に
と
っ
て
」
人
と
生
ま

れ
た
こ
と
に
ど
う
い
っ

た
意
味
が
あ
る
の
か
。
し
か
も
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号

が
頭
に
付
い
て
い
ま
す
。
人
間
中
心
の
物
差
し
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
量
る
の
で
は
な
く
、
お
念
仏
を

中
心
と
し
て
自
身
の
物
差
し
を
問
う
。
こ
の
慶
讃
法
要
は

そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
問
い
続
け
る
念
仏
生

活
の
出
発
点
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

な
お
、
昨
年
の
五
月
二
十
九
日
に
新
門
様
に
お
出
ま
し

い
た
だ
き
、
教
区
の
慶
讃
法
要
お
待
ち
受
け
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
記
念
植
樹
と
し
て
新
門
様
に
お
手
植
え

し
て
い
た
だ
い
た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
も
、
無
事
に
越
冬
し
、
紅

白
の
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
四
月
中
旬

か
ら
五
月
に
か
け
て
が
見
頃
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、

昨
年
に
新
門
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
新
門
様
が
将
来
ま
た
三
条
別
院
に
来
院
さ
れ
た

際
に
、
成
長
し
た
二
本
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
見
て
、
当
時
の

事
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
も
別
院
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是
非
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

（
廣
河
） 

随

時

募

集

中 

 

そ
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他
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時
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